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小宮 千鶴子
日本語教育実践研究(5)は、中上級 日本語教育の方法について実際の授業に参加 し
て実践的に研究するためのクラスです。中級の終わりから上級にかけての学習者が受講
する 「日本語6A」 を実習の場として、授業見学、漢字 ・語彙クイズの作成と採点、読
解教材の作成 と実施、読解導入や作文導入などの教育実習を通 し、上級日本語教育の方
法を実践的に検討していきます。
2004年度秋学期の日本語教育実践研究(5)は 、学期前半はr日本語6A」 の小宮
の授業見学を中心に行い、後半は全員の教育実習を中心に重要語クイズや読解教材の作
成、重要語クイズの採点や作文添削の練習なども行いました。
授業見学は、毎回、各自がデーマを定めて見学を行い、見学レボー トを提出しました。
見学レボー トには小宮がコメン トを添えて返却 しましたが、いくつかの大切なテーマに
ついてはクラスでのディスカッションも行って理解を深めました。
教育実習は、受講生全員が中上級段階の中心的な指導内容である語彙指導の実習1回
と、読解の導入または作文の導入の実習1回の計2回 をそれぞれ行いました。語彙指導
の実習では実際の使用に基づいた連語による使い方の指導を試みましたが、単語の意味
がわかれば正 しく使えると思いがちな学習者への指導の難 しさがわか りました。
読解や作文の導入の実習では、学習者とや りとりしながら教案の方向に導いていく難
しさや学習者の思わぬ発言にクラスが沸 く楽しさなどを経験 し、授業は教師と学習者が
ともに作っていくものであることが実感されました。
教科書に関連 した読解教材の作成では、素材集めから間題作成と実施、その分析まで
を行いました。学習者に狙いどお りの答えを書いてもらう難 しさを経験 し、どのように
すれば狙いどお りの答えを書いてもらえる問題になるかを具体的に検討 しました。
作文については実習クラスの学生の作文を使って全員で添削を試み ました。誤 りがあ
るという判断は同じでも、添削の方法はさまざまであることが確認され、学習者にわか
りやす く伝える方法について具体的に考えました。
限 られた授業時間でしたが、それぞれのさまざまな経験が今後の実践に生かされれば
幸いです。
(コミヤ チヅコ ・日本語教育研究科教授)
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